戦前日本における中等学校競技大会の展開 -朝日新聞社編『運動年鑑』(1919-1943)を資料として- by 中澤 篤史 & 鈴木 楓太





























年度から 1942 年度までに，26 競技 1 万 245 大会であった．時代ごとの変化を見ると，1910 年代には少
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校 体 育 連 盟 」の事 例 研 究 （赤 坂 ，2017）では，
1920 年代の兵庫県で開催された女子のバレーボ




















































『運動年鑑』は，1919 年度から 1943 年度まで
毎年発行され，1944 年度から 1947 年度までの休
刊を挟んで，1948 年度から復刊し 1953 年度まで
発行された． 
本研究はその内の戦前期にあたる部分として，




下の 1943 年 9 月 23 日付けの文部省通牒で，中
等学校競技大会の開催と参加は事実上，不可能















号の 1919 年度版『大正八年度 運動年鑑』の表

















1929 年度版から 1942 年度版まで，競技規則集は「付録」として別途刊行された． 
 
図表 2．1919 年版『大正八年度 運動年鑑』の表紙 
（注）右上の表紙に「（第四年）」と記されているのは，『野球年鑑』（1916 年創刊）からの通算表記である． 
 





















新聞社編『スポーツ年鑑』（1928，29 年の 2 年度
のみ発行）との比較を試みる．図表 4 に示した通
り，両者の 1928 年度版（1927 年度開催の競技大
会）を比較すると，中等学校競技大会の掲載総数
は『運動年鑑』が 505 件，『スポーツ年鑑』が 329
件，またこれらのうち『運動年鑑』のみに掲載され
たものは 215 件，『スポーツ年鑑』のみに掲載され
たものは 39 件であった．また，同様に 1929 年度
版（1928 年度開催の競技大会）を比較すると，掲
載総数は『運動年鑑』が 600 件，『スポーツ年鑑』
が 246 件で，『運動年鑑』のみは 390 件，『スポー























まず，『運 動 年 鑑 』の記 述 内 容 を整 理 した．





























体例を，図表 5 で説明する．これは 1920 年度版
『大正九年度 運動年鑑』の 254 ページ目（右）と
255 ページ目（左）である．右ページの上段に「中
等学校競泳大会」がある．「中等学校」というキー








































































した 1924 年度以降の 3 年度分のデータを見ると，
全 48 件（No.14〜61）のうち 15 件が前年度以前
にも掲載された大会，28 件が初めて掲載された大
会であり，残り 5 件は情報不足により判断を保留し
た．初めて掲載された 28 件には，「第 2 回○○大
会」などと記載されていて，それ以前には取りこぼ
されていた可能性が高い 3 件が含まれていた．一



























競技 1 万 245 大会であった．競技ごとに見た各年










（108 大会），射撃（82 大会），ラグビー（81 大会），
スキー（80 大会），器械体操（45 大会），スケート・
アイスホッケー（45 大会），ホッケー（30 大会），馬
術（9 大会），ハンドボール（6 大会），銃剣道（6 大
会），国防競技（6 大会），戦場競技（4 大会），自






図表 8 に示した．1918 年度には，69 大会が掲載
された．それ以降は 100 大会弱で推移し，1920 年
代前半から急激に増加し，1924 年には 473 大会
となった．その後，若干減少するが，再び急増して
いき，1930 年度には 822 大会と最大値を記録し
た．その後はゆるやかな減少傾向を見せ，1930 年
代後半になると急減し，1939 年度に 290 大会とな
った．1940 年度に 398 大会と若干増加に転じるも
のの，1941 年度に 201 大会となり，1942 年度は
141 大会であった． 
1918 年度の 69 大会，最大値となった 1930 年
度の 822 大会，そして 1942 年度の 141 大会に注
目し，大まかな増減の幅を算定すると，753 大会
の増加（1918 年度→1930 年度）と 681 大会の減


















































県」が 4,229 大 会（46.6％），「単 一 道 府 県 」が
3,735 大会（41.2％）であった．全国大会は全体の

























は異なる．「全国」は 1918 年度に 7 大会で，1940
年度に 75 大会と最大値を示し，1942 年度に 59
大会であった．簡略的に言うと，68 大会の増加
（1918 年度→1940 年度）と 16 大会の減少（1940
年度→1942 年度）である．「複数道府県」は 1918
年度に 38 大会で，1932 年度に 328 大会と最大
値を示し，1942 年度に 59 大会であった．同様に
簡略化すると，290 大会の増加（1918 年度→1932
年度）と 269 大会の減少（1932 年度→1942 年度）
である．「単一道府県」は 1918 年度に 17 大会で，
1929 年度に 357 大会と最大値を示し，1942 年度
に 16 大会であった．こちらは 340 大会の増加







































と 剣 道 （ 65.0 ％ ） で 比 較 的 多 く ， バ レ ー ボ ー ル


















は異なる．「競技連盟」は 1918 年度に 4 大会で，
1933 年度に 209 大会と最大値を示し，1942 年度
に 4 大会であった．簡略的に言うと，205 大会の増
加（1918 年度→1933 年度）と 205 大会の減少
（1933 年度→1942 年度）である．「学校体育連盟」
は 1918 年度に 0 大会で，1932 年度に 85 大会と
最大値を示し，1942 年度に 0 大会であった．これ
は 85 大会の増加（1918 年度→1932 年度）と 85
大会の減少（1932 年度→1942 年度）である．「学
校」は 1918 年度に 33 大会で，1929 年度に 290
大会と最大値を示し，1942 年度に 3 大会であっ
た．こちらは 257 大会の増加（1918 年度→1929 年
度）と 287 大会の減少（1929 年度→1942 年度）と
なる．「新聞社」は 1918 年度に 19 大会で，1929
年度に 70 大会と最大値を示し，1942 年度に 9 大
会であった．これは 51 大会の増加（1918 年度→
1929 年度）と 61 大会の減少（1932 年度→1942
年度）である．「その他」は 1918 年度に 12 大会で，
1924 年度に 102 大会と最大値を示し，1942 年度
に 58 大会であった．こちらは 90 大会の増加（1918
















































































の数は，1918 年度から 1942 年度までに，26 競技









































































（ pp.23-29 ， 39-42 ， 123-128 ， 339-340 ） ，
1928 年 度 版 （ pp.13-14 ， 31-34 ， 97-112 ，
363-370 ， 規 則 集 pp.3-10 ）， 1929 年 度 版











































8） ただし詳しく見ると，「学校」主催の 3,126 大会
の内，「中学校，高等女学校など，およびそれ
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